
 第 8 回 IRCCS フォーラム産学共創ワークショップ 

 

開催日時：2026年 12月 4日（金） 12:30–17:50 
話題テーマ：次世代モダリティ創薬の最前線 ― 分子を創る・届ける・効かせる 

開催方法：対面+online: ハイブリッド形式 
開催場所：野依記念物質科学研究館 2階講演室 
趣旨：IRCCSでは、IRCCSフォーラム会員企業への情報発信とサービス提供を一つのミッションとしてい
る。そこで会員企業への online での研究成果公開を前提に、一つの大きな（学際）研究テーマを定め、
IRCCS 参加４大学のうち最低でも 2 大学の教員が名古屋に集い必要に応じて４大学以外からゲスト講
演者も迎え、その研究テーマに沿った小型の講演会（ワークショップ）を開催し、企業会員の方々からの

質疑応答を受け、大学間連携だけではなく産学連携（まずは学びの場の提供）も推進する。 
 
プログラム 

開会挨拶・趣旨説明（12:30–12:35） 

12:30–12:35 阿部 洋 博士（名古屋大学大学院理学研究科 教授） 
 
話題提供（12:35-17:45） 

＜セッション 1：分子を設計し、創る＞ 
12:35–13:25 浅井 潔 博士（情報・システム研究機構 未来科学システム共創施設 

バイオ生成 AI研究開発センター（ALIS） 特任教授） 
  「RNA配列設計のインフォマティクス」 

13:25–13:40 休憩 

13:40–14:30 大野 浩章 博士（京都大学大学院薬学研究科 教授/名古屋大学物質科学国際
研究センター（RCMS）客員教授） 
「独自の分子構築法の開発と創薬展開」 

14:30–15:10 木村 康明 博士（名古屋大学大学院理学研究科 准教授） 
「完全化学合成 mRNAの分子設計と医薬応用に向けた展開」 

15:10–15:25  休憩 

＜セッション 2：標的へ届ける＞ 
15:25–16:15 原島 秀吉 博士（北海道大学大学院薬学研究院 教授） 

「細胞内動態制御から革新的医薬品の創出へ」 

16:15–16:25  休憩 

＜セッション 3：生体で効かせる・使う＞ 

16:25–17:05 今西 未来 博士（京都大学化学研究所 教授） 
「エピトランスクリプトームの検出と操作」 

17:05–17:45 佐藤 好隆 博士（名古屋大学大学院医学系研究科 准教授） 
「ヒトサイトメガロウイルスに対する安心で安全な国産 mRNAワクチンの 
臨床応用に向けた開発」 

   
閉会挨拶（17:45–17:50） 
   
懇親会（18:00–） 


